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【背景】通常、透析例は Kの排泄機能、消化器の蠕動運動の低下や摂食制限が不十分、また

透析導入の原因が糖尿病の例においては病態の影響も加わり複合的に血清 K 濃度の高値を

認める。従って定期的な透析を行うまた日常的に K低下作用を有する薬物治療を併用し K濃

度の管理を行う。ただし透析例の中には栄養摂取が不十分で血清Ｋ値（透析前）の低値を示

す場合がある。このような例は身体的、血液生化学的ともに低栄養状態を呈していることが

観察される。そこで今回は、血清 K値と栄養指標の関連性ならびに栄養指標に対する血清 K

値の Cut‐off 値の検索を行った。 

【対象・方法】2019 年 3月から 4月に血液生化学検査を実施された透析 89例（外来 66 例、

入院 24 例）うち検索項目の検査が未実施例 2例、外来から入院へ移行した同一例は外来例

3 例を除外し最終分析対象例外来 61 例・入院 24例とした。一次評価項目は透析前の血清タ

ンパク質（TP・ALB および A/G 比)、電解質（Na.K.Cl.補正 Ca.P）、血糖管理（グリコアルブ

ミン.血糖値）の相関性を探索。二次評価項目は外来透析例と入院透析それぞれの差および

一次評価項目同様に相関性を探索。分析は Kolmogorov-Smirnov Test にて正規性を確認し

相関はピアソン相関検定、群間比較は対応のないｔ検定を実施。結果）一次評価項目につい

て外来入院 87例の TP および Alb は K と正相関（R2=0.20、R2=0.26）。外来および入院例の

比較において TP.Alb.K はそれぞれ外来例が入院例に比し有意に高値。そこで一次評価項目

同様にそれぞれ相関性を検索したところ入院例のみ相関性が示された。（R2=0.50、R2=0.17）。

入院例の TP が 5.8±0.7g/dl を示し、その前後を outcome として K の Cut-off 値を ROC 曲

線から検索したところ 2.9～3.2ｍEq/L であった。考察および結語）今回血清蛋白質と K値

には相関が示され特に入院例のような低値を示す場合は強く相関が認められた。また K 値

が 3.2ｍEq/L 未満の場合、特に栄養障害への影響があることが示唆された。 

 

 


